個人情報の保護に関する覚書
甲と乙とは、甲乙間の取引に関連して取り扱う個人情報の保護について、以下のとおり覚書を締結する。
第1条（定義）
1. 「個人情報」とは、個人情報の保護に関する法律（以下「法」という）に定める個人情報のうち、本件取引に関連して甲乙間で授受されたものをいう。
第2条（利用目的）
1. 甲及び乙は、提供を受けた個人情報を、本件取引の遂行に必要な範囲でのみ利用し、目的外利用を行わない。
第3条（安全管理措置）
1. 甲及び乙は、個人情報の漏洩、滅失又は毀損の防止のため、組織的、人的、物理的、技術的な安全管理措置を講じる。
第4条（第三者提供の制限）
1. 甲及び乙は、法令に基づく場合又は相手方の事前承諾がある場合を除き、個人情報を第三者に提供しない。
第5条（再委託）
1. 個人情報の取扱いを第三者に再委託する場合は、事前に相手方の書面による承諾を得るものとする。
2. 前項の場合、再委託先に対し本覚書と同等の義務を課すとともに、その取扱いについて一切の責任を負う。
第6条（事故時の対応）
1. 個人情報の漏洩、滅失若しくは毀損の事故が発生し、又はそのおそれがあることを知ったときは、直ちに相手方に通知し、被害の拡大防止及び再発防止のために必要な措置を講じる。
2. 前項の場合、法に基づく報告及び本人への通知等の要否について協議し、協力して対応する。

第7条（損害賠償）
1. 甲又は乙が本覚書の規定に違反し、相手方に損害を与えた場合、その損害を賠償するものとする。
第8条（返還及び廃棄）
1. 取引終了後、個人情報及びその複製物を速やかに返還又は安全に廃棄する。
第9条（有効期間）
1. 本覚書の有効期間は甲乙間の取引の存続期間とし、取引終了後も個人情報の保護に関する義務は存続する。
第10条（協議）
1. 本覚書に定めのない事項については甲乙誠意をもって協議し解決する。
令和　年　月　日
本契約の成立を証するため、本書2通を作成し、甲乙記名押印のうえ各1通を保有する。
【甲】
名称又は氏名：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
住所又は所在地：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
電話番号：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
印
【乙】
名称又は氏名：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
住所又は所在地：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
電話番号：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
印
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